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超巨大ブラックホール Sgr A*から 1.5分角の位置にあるトランジェント低質量 X線連星 AX J1745.6-2901を
XRISMを用いて観測した。2024年秋季年会（W21a講演）では、この観測に基づく解析結果の速報を発表した
が、その後、測定値が確定し、解釈がさらに進展したため、ここに報告する。
Resolveの精密スペクトル解析により、秋季学会で報告した高電離の Fe (xxv, xxvi)およびNi　 (xxviii,）由

来の吸収線について、すべての輝線で同じと仮定すると 40+20
−10 km s−1、青方偏移が−170+60

−50 km s−1であること
が明らかになった。また、Xtendスペクトルの解析から、この吸収体が電離パラメータ log ξ ≃ 5を持ちつつ、非
常に大きな柱密度を伴うことが確定した。本研究では、吸収体モデルを用いて吸収体の存在位置やダイナミクス
を調べた。吸収体が回転運動に留まるのか、円盤風として連星系外へ吹き出すのか、あるいは円盤に戻る流れや
乱流などの物理過程が関与しているのかを検討した。


